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マスコミは、政府は５月14日の臨時閣議で、自衛隊の海外活動拡大を図る新たな安

全保障関連法案を決定したと報じました。この法案は、自衛隊法をはじめとする10本

の改正法案を「平和安全法制整備法案」と「国際平和支援法案」の２本にまとめ、今

月下旬から審議に入るとしています。最大の特徴は、憲法９条で禁じてきた集団的自

衛権の行使を可能とし、地球

の反対側まで自衛隊の活動範

囲を拡大することです。民主

党などの野党は、これに猛反

発しています。

安倍首相は４月29日、米議

会の演説で今夏に安全保障関

連法案を成立させると断言し、

これを強引に進めようとして

います。

私たちはこの間、平和・人

権・民主主義を守る闘いを展

開してきました。さらなる闘

いが求められます。組織内議

員たしろかおる参議院議員を

支える取り組みをより強化し、

たしろ応援プロジェクトの強

化に向けて奮闘しようではあ

りませんか。

臨時閣議で安全保障関連法案決定
平和を希求する闘いを推し進めよう！
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